
1.事業方針

2.事業内容

事 業 名 事業内容 実施予定月日 摘　　要

市・県要望書
提出

各地区の要望事項を取りまと
め現地調査後市・県に提出

３月～５月 役員が市・県に陳情

研 修 会
防災の視察研修と各区相互
の交流

６月下旬
研修会日程及び研修先
については協議予定

防災訓練
防災講習会、避難所開設
訓練、防火訓練

９月２９日（日）
坂井市防災訓練に併せて長畝
地区防災訓練を郷協と計画し、
関係機関と協議予定

のうね健康まつり協力 ５月２６日（日） 体協のうね健康まつり参加

敬老事業等地域活動の協力 ９月～１０月

・敬老対象者への記念品贈呈
 事業
・郷まつり
・各地区の高齢者集い事業

丸岡古城まつり協力 １０月１３日（日）
丸岡古城まつり（総踊り及び
武者行列等）

納　　会 令和６年 事業・決算報告 １１月下旬 １年間の反省会等を含む

総　　会
令和７年
事業計画・予算案の審議

令和 ７ 年
２月中旬

　　　　年４～５回必要に応じ随時開催

★ 区長会事業計画・予算に関しては、２月１６日の令和６年総会にて承認を受けております

     区長会交付金を一括で受けるために、郷協総会資料に組み込みました

3.役員会・監事会

令和 ６ 年度　区長会 事業計画書（案）

（1）各区相互の連絡を密にして自治組織の向上発展に努め、関係機関との連絡を図り、

 　 地域住民の福祉と豊かな地域社会づくりに寄与する

      （２）長畝地区内の様々な課題について、のうねの郷づくり推進協議会に参画し、住民

           の、住民による、住民のためのまちづくりを推進する

地域活動
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（１）

　　　　　　　　 を企画すると共に、将来を担う青少年の健全育成に努める。

（２）

（３）

　２．事業内容

事 業 名 事業内容 実施月日
参加予
定者数

摘　　要

河川環境保全
活動事業

地域を流れる、竹田川・五味川の
堤防や河川敷を河川沿いの住民に
参加して頂き、協働作業において
草刈り・雑木伐採を行う。

4月～11月 300名（延）

地区内を流れている河川の草刈り
などの環境保全を行い、安心して
歩ける地域環境向上に努めると共
に、鳥獣被害の抑制を図る。

夜間あんしん
パトロール

毎週木曜日夕方、地区内全域
を青色灯ﾊﾟﾄﾛｰﾙ車で巡回する。 毎週木曜日 160名（延）

通年19時～（約1時間半程度）
1巡回3名で実施

見守り活動
事業

見守り隊員再募集及び研修
学童への声掛け事案対策研修 通年 400名(延)

地域の子供たちを守る方を募集。
子供達にも自ら身を守るための学習
をする。服装、装備品の点検。

通学路
点検事業

地区内の通学路の危険個所
を点検し、危険告知看板など
を設置する。

4月～9月 40名
長畝小学校の補導員、見守り隊員
と協働で通学の危険個所を点検し、
順次危険告知看板を設置。

長畝小学校の児童、地区保育
園の園児に対する防犯及び交通
安全意識等の向上対策

年3回
全校児童
全園児

犯罪から身を守る心構え講習
登下校時の交通安全指導

各地区の子供会及び児童クラ
ブへの支援

7月～8月 約100名
防犯教室、交通安全教室等を
利用して防犯グッズを贈呈

囲碁クラブの開催 毎月第2・4土曜日 約340名
三世代で行っている囲碁クラブ
への支援

防犯・交通安全教室
居場所づくり（サロン事業）
支援

　郷まつり及び
　各地区サロンの
　事業を利用して
　の開催

約250名
高齢者に対する防犯・交通安全
教室や居場所づくりの支援

避難行動要支援者等の為のあん
しん福祉マップを毎年見直し他 7月中(未定) 約100名

地区内区長、民生委員・児童委員、
福祉委員、社協職員

防災事業
災害を想定した避難所開設・
運営訓練及び負傷者等の
救護処置研修

9月29日
（市防災訓練日）

約２00名
程度

地区内区長、福祉委員、社協職員、
消防団員、防犯隊員、日赤奉仕団、
郷協役員、あんしん・ふくし部会員、
ボランティア、児童生徒

敬老事業
75才以上の高齢者を対象
事業  　約1，100人

9月中 約80名 地区内区長、福祉委員と内容協議

5月～10月及び翌年３月に不定期に開催し活動計画等を協議します。

令和 ６ 年度　あんしん・ふくし部会 事業計画書(案)

　　１．事業方針
長畝地区民自身が安全を確保するために、多くの地区民参加型の事業

少子高齢化時代を踏まえ、必ずやってくる老老介護時代に備え、元気な

地域の高齢者が、同じ高齢者を支える仕組みを推進する。

長期継続で行なっている、地区内の河川環境向上の取り組みへの地域

区民の参加を増やすことを考える。

子育て支援
事業

福祉関連
事業

※定例部会開催状況
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　１．事業方針
（１） 長畝地区内の歴史と自然の偉大さや大切さを認識してもらう。

（２） 史跡等の環境整備。

（３） 協議会発足から行なっている豊原フットパスツアーの継続と

地区民の参加を増やすことを考える。

　２．事業内容

事 業 名 事業内容 実施月日
参加予定

者数
摘　　要

豊原周辺
整備事業

化生ヶ岳参道、山城山城跡及
びフットパスコースの草刈等
実施

7月～10月
50名

（延べ）

化生ヶ岳参道、山城山城跡
全体の整備。フットパスコー
ス全体整備。ただし、大雨災
害の復旧次第となる。

フットパス
の実施

地元の偉大な歴史を受け継ぐ
ため長畝地区の子供たちの参
加を促すとともに、定着してきた
フットパス体験を地域や坂井市
だけでなく、県内に広く参加者
を募り自然の偉大さや大切さを
認識する。

10月27日(日) 100名

歴史探訪コース+化生ヶ岳
登頂コースとする予定。可能
であれば長畝小学校４年生
親子学年行事とタイアップし
た行事とする。ただし、大雨
災害の復旧次第となる。

長畝地区内、
文化史跡等の

整備事業

地区内の文化遺産を継承する
ため、環境の整備を行う。
歴史や自然に触れるとともに、
整備状況を視察することにより
今後の活動の参考にする。

年度内 －　名

長畝地区内の
文化史跡造詣

事業

地区内の神社仏閣並びに文化
史跡を訪問し、ふるさとの歴史
文化に造詣を深める。

3月～4月 30名
ウォーキングによる神社仏閣
参拝並びに史跡散策、サク
ラ鑑賞を行う。

協賛事業
のうね郷史編纂委員会行事に
協賛

年度内 －　名
歴史講座、古文書を読む会
など

　３．定例部会
原則5月～9月及び翌年2月に定例ふるさと部会を隔月開催（4回予定）

午後7時30分より開催、活動計画等を協議いたします。

令和６年度　ふるさと部会 事業計画書(案)

（予定）
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　１．事業方針
地域の各行事を通じて地域の『絆』をさらに深めるよう、交流等により

親睦と健康増進を図る。

　２．事業内容

事 業 名 事業内容 実施月日
参  加

予定者数
摘　　要

第１７回ラジオ体操の会 7月20日(土) 200名 朝６時15分集合　実施

のうねの郷まつり 10月20日(日) 3,000名
開催場所　内容について
は検討中

古城まつりもりあげ 10月13日(日) 100名
丸岡古城まつり総踊りへ
参加

2024 いこっさ あおっさ やろっさ 5月26日（日） 200名
長畝小学校体育館、グラ
ウンドにて実施　ニュース
ポーツで自由参加型

丸岡町総合体育大会開幕式 6月16日（日）～ 80名 6競技の参加者へ補助

長畝地区親睦グラウンドゴル
フ大会

未定 50名 霞の郷常設コースで実施

まるおかスポーツレクリェー
ション祭

10月6日(日) 120名
競技参加者に飲み物、弁
当配布

坂井市古城マラソン 11月10日(日) 沿道での応援

のうねキッズカルタウォーク 未定 50名
キッズカルタの場所めぐり
歩きを、しましょう

　３．会議開催
イベント行事等の前に数回開催予定

令和６年度　ふれあい部会 事業計画書(案)

ふれあい
事業

体協事業
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　１．事業方針

　２．事業内容(一般事業)

事 業 名 事業内容
実施予定月

日
参加

予定数 摘　　要

杉倒木の除去・草刈 5月26日(日) 25名 杉倒木始末・草刈・Ｕ字溝清掃

イルミ用電源配線設置/
樹木の補植と選定

6－7月 延20名
イルミ用電源を常設/
花木の補植及び樹木の枝打ち等

一斉清掃作業 8月4日(日) 30名
郷協会員・遺族会で恒例の草刈、終了後
法要

第9回里山いこい祭り 8月11日(日) 100名
今年で8回目、家族でのﾚｸﾘｪｰｼｮﾝ・ﾊﾞｰﾍﾞ
ｷｭ－を遊味岡ｸﾗﾌﾞの協力で実施

除草剤散布
(駐車場・広場等)

5月より隔月 延10名
5・7・9月は除草剤散布を部会員が当
番で実施

11月16(土)-
17日(日)

延40名
イルミネーション設置　2月撤去
(予備日23日-24日)

12-1月 イルミネーション点灯(全山に設置)

長畝小学校芝
管理事業

グラウンド芝管理/周辺除草 4-10月 延40名
芝刈りの作業、グラウンドの除草剤散
布・芝施肥散布作業

協賛事業 丸岡古城まつりもりあげ 9月29日 延20名 古城まつり会場にｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ設置

　３．定例部会
5月・7月・9月・10月及び翌年2月に定例部会を第2月曜日の午後7時30分より開催、

郷協報告・活動計画等を協議いたします。

　　　　　　　　　  霞の郷のイルミ資機材を、市より借用し斬新なプレゼンを計画中です。

　    　　      　  ・好評のイルミネーションも１１年目を迎え、周囲全てに配置点灯します。

　     　　    　  　1１年目のテーマは　”イルミの里山”の感動を届けられる様努力します。　

       　　    （２）・花いっぱい運動の推進で、城東ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ東側の花壇植栽(春・秋用)管理

花いっぱい
事業

　　　　　　　（３）長畝小学校グラウンドの芝管理を通年実施。学校・PTA・スポ少利用団体・

　　　　　　　　　 郷協が協力し維持管理を実施、部会で除草・施肥・芝管理の運営を担当

　　　　　　　（４）協賛事業　　第55回古城まつりを盛上げるため、ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝの設置

令和６年度　かんきょう部会 事業計画書（案）

　　　　　　　（１）・味岡山は、年中誰でも楽しく・気持ち良く行ける公園を目指す。

　　　　　　　　 　・昆虫・自然探索が出来、木の実・果樹・花木探索出来る公園作りに努める。

　  　　           　山の東側及び北側に遊歩道を作り、駆け巡れる公園にします。

　  　　        　  ・第9回いこい祭り(8月)開催し、町内より募り親子で味岡山の自然を探索し

　   　　         　 里山を再発見する機会を作りたい。

里山(味岡山)
整備事業

味岡山　冬まつり
(ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ点灯)

花壇植栽・花苗育苗 10月・3月 延20名
城東ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ花壇整備
（夏花と春花予定）
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1、

２、

事業名 事業内容 実施予定月日 摘　要

総会終了後 臨時号

8月発行 夏　号

11月発行 秋　号

3月発行 春　号

寄附市民参画事業「郷
土愛溢れる「のうねキッ

ズかるた」事業

完成したかるたを活用し、か
るた遊びを通して、郷土愛教
育や世代間交流を促進した
り、読み札に書かれた場所
の魅力発信をします。

・かるた大会
         冬ごろ

・読み札史跡の
マップづくり

のうねの郷ホームペー
ジ運営事業

推進協議会ホームページの
運営を行うとともに、コンテン
ツの拡充を図ります。

通年

のうねの郷
「広報紙ＮＯＵＮＥ＋」

発行事業

・郷づくり協議会の行事や活
動を紹介
・長畝地区内のニュース、ト
ピックス、イベントや人物の
紹介します。

令和6年度　じょうほう部会 事業計画書(案)

1　事業方針

広報紙やホームページを活用して、長畝地区に住んでいても知らない各集落のさまざまな活
動や人物等を紹 介したり、のうねの郷づくり推進協議会の行事や活動の紹介したりすること
で、身近にある“のうねの郷”の魅力を情報発信していきたい。

坂井市寄附市民参画事業提案「郷土愛溢れる『のうねキッズかるた』」の採択を受けて完成し
た「のうねキッズかるた」を活用し、かるた遊びを通して、郷土愛教育や世代間交流を促進す
る。また、読み札に書かれた史跡等とかるた遊びを結びつける事業などを行い、地域に誇りと
愛着を持つ活力あるまちづくりに、５年計画で取り組んでいく。（５カ年事業：2年目）

２　事業内容
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　１．事業方針

（１）

（２） 郷土の歴史を伝える古文書を読む会を開催する。

　２．事業内容

事 業 名 事業内容 実施月日 摘　　要

郷史編纂アドバイザーの設置 通年

学識経験者等の専門家を「郷史編
纂アドバイザー」に委嘱し、「のうね
郷史」編纂に係る学術的なアドバイ
スを受ける

郷史研究会 通年
のうね郷にかかる歴史、史跡等につ
いて調査研究を行う

古文書を
読む会

　古文書を読めるようになること、
併せて郷史の編纂に資すること
を目的として、昔の「のうね郷」の
生活、しきたり、伝統文化等に係
る古文書を読み込む学習会を
開催

月１回
（９月、１２月除く）

歴史
講演会

　のうね郷史編纂にかかわる歴
史テーマについて住民を対象に
講演会を開催

７月か８月

パネル展
　郷史編纂に係る研究・調査の
成果をパネルで紹介 １０月 のうねの郷まつりに合わせて開催

令和６年度　のうね郷史編纂委員会 事業計画書(案)

郷土史の学習、現地調査、集落聴き取り調査、史料の収集・借用等
を通じて研究調査を行い、「のうね郷史」を令和１０年度に編纂、発行する予定。

のうね郷史
編纂事業
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【単位：円】

５年度予算額 ５年度決算額 ６年度予算額 備　　考

6,397,500 6,397,500 5,627,000

協働のまちづくり 2,400,000 2,400,000 2,400,000 均等割1,000千円 戸数割2,000戸以上1,400千円

区 長 会 1,117,500 1,117,500 1,118,000 均等割＠25,000×38区　戸数割＠100×1,680戸

敬 老 会 1,280,000 1,280,000 1,309,000 対象者数1,129名×1,000円　地域割180,000円

特 別 交 付 金 1,600,000 1,600,000 800,000 寄付市民参画事業　のうねキッズカルタ

60,000 166,000 100,000 イベント参加費

1,806,000 1,792,800 1,800,000 1,200円×1,500戸

425,873 425,873 585,434 前年度繰越金

1,500,000 1,350,909 700,000
防災資機材基金、郷まつり特別基金　キッズカルタ制
作基金一部繰入

0 0 0 区長会からの子供育成事業支援

627 230,926 77,566 預金利子、郷まつり売上等

10,190,000 10,364,008 8,890,000

810,000 785,000 810,000
地域をつなぐ河川環境補助金 615,000円
福祉活動事業助成金 95,000円
古城まつりもりあげ　100,000円

11,000,000 11,149,008 9,700,000

収入の部 【単位：円】

５年度予算額 ５年度決算額 ６年度予算額 備　　考

560,000 655,000 500,000 協賛企業　70社

1,398,063 1,398,063 128,197 前年度繰越金

119,020 0

250,000
福井県災害ボランティア
緊急時県外活動支援事業補助金

1,937 14 1,803 貯金利息等

1,960,000 2,172,097 880,000

支出の部 【単位：円】

５年度予算額 ５年度決算額 ６年度予算額 備　　考

400,000 150,000 500,000 花火代

40,000 0 40,000 協賛企業に謝礼で利用券500円の利用分

20,000 0 20,000 案内状・お礼状郵便代

1,398,063 1,540,000 0

0 0 0

101,937 353,900 320,000 許可申請手数料等（農道占有、道路使用）

0 128,197 0

1,960,000 2,172,097 880,000

基 金

繰 越 金

合　　　計

繰 越 金

雑 収 入

合　　　計

項　　目

予 備 費

特別会計

項　　目

長 畝 小 学 校 備 品 費

郷 ま つ り 花 火 代

協 賛 金

事 務 通 信 費

郷まつり模擬店利用券

補 助 金

寄 附 金

小　計

そ の 他 の 財 源

合　　計

基    金   繰    入   金

支 援 金

雑 収 入

議案第4号
令和６年度　のうねの郷づくり推進協議会　収支予算書（案）

一般会計

収入の部

項　　目

繰 越 金

交 付 金

負 担 金

地 区 協 力 金
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【単位：円】

交付金 自主資金 その他

1,117,500 1,117,500 1,118,000 1,118,000 0 0

研修会費 300,000 180,550 300,000 300,000 0 0

地域活動費 503,500 633,177 505,000 505,000 0 0

納会費 114,000 69,000 114,000 114,000 0 0

総会費 114,000 108,000 114,000 114,000 0 0

役員会費・事務費 86,000 126,773 85,000 85,000 0 0

2,335,000 2,139,901 2,637,000 1,622,000 305,000 710,000
県 道 勝 山 丸 岡 線 歩 道
改 修 推 進 事 業

0 0 3,000 3,000 0 0

夜間あんしんパトロール 10,000 0 10,000 10,000 0 0

見守り活動事業 150,000 116,097 140,000 80,000 60,000 0

通学道危険個所点検事業 0 63,800 150,000 150,000 0 0

河川環境保全活動事業 645,000 616,760 645,000 0 30,000 615,000

福祉・防災・子育て事業 100,000 46,280 80,000 20,000 60,000 0

福祉事業（地域高齢者） 150,000 109,134 100,000 0 5,000 95,000

敬老事業 1,280,000 1,187,830 1,309,000 1,309,000 0 0

防災事業 0 0 200,000 50,000 150,000 0

500,000 77,140 500,000 190,000 310,000 0

フットパス体験事業 112,000 0 112,000 40,000 72,000 0

豊原整備事業 108,000 0 108,000 40,000 68,000 0

史跡整備事業 240,000 0 240,000 100,000 140,000 0

部会運営費 30,000 24,000 30,000 0 30,000 0

文化史跡造詣事業 10,000 53,140 10,000 10,000 0 0

1,340,000 1,744,992 1,810,000 460,000 1,350,000 0

のうねの郷まつり事業 500,000 916,842 980,000 430,000 550,000 0

ラジオ体操の会 40,000 28,150 30,000 30,000 0 0

のうね体育協会活動費 800,000 800,000 800,000 0 800,000 0

のうね郷まつり特別基金 0 0 0 0 0 0

950,000 626,635 990,000 480,000 410,000 100,000

里山整備(味岡山) 360,000 258,640 380,000 200,000 180,000 0

里山整備事業基金 0 0 0 0 0 0

古城まつりもりあげ事業 100,000 75,000 100,000 0 0 100,000

花いっぱい事業 30,000 0 30,000 30,000 0 0

長畝小学校芝管理費 300,000 221,595 480,000 250,000 230,000 0

霞の郷イルミネーション設置事業 160,000 71,400 0 0 0 0

か ん き ょ う 部 会

本年度予算財源内訳

区 長 会

あ ん し ん ・ ふ く し 部 会

ふ る さ と 部 会

ふ れ あ い 部 会

令和６年度　一般会計（案）

支出の部

項　　目 5年度予算額 5年度決算額 6年度予算額
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交付金 自主資金 その他

424,000 448,335 436,000 296,000 140,000 0

のうねの郷広報誌発行事業 360,000 404,335 372,000 252,000 120,000 0

のうねキッズカルタ制作事業 0 0 0 0 0 0

のうねの郷ＨＰ運営事業 44,000 44,000 44,000 44,000 0 0

部会運営費 20,000 0 20,000 0 20,000 0

195,000 20,000 127,000 20,000 107,000 0

のうね郷史編纂事業(紀要等) 130,000 0 80,000 0 80,000 0

古文書を読む会 30,000 20,000 0 0 0 0

のうね郷史発刊準備基金 0 0 0 0 0 0

パネル展 10,000 0 10,000 0 10,000 0

委員会運営費 0 0 12,000 0 12,000 0

新江用水を歩く会 0 0 0 0 0 0

集落歴史座談会 5,000 0 5,000 0 5,000 0

歴史講演会 20,000 0 20,000 20,000 0 0

2,528,000 2,789,071 1,282,000 641,000 641,000 0

理事会費 50,000 96,852 50,000 0 50,000 0

まちづくり研修費 20,000 365,861 270,000 100,000 170,000 0

パトロール車入替費 1,320,000 1,320,880 0 0 0 0

パトロール車経費 400,000 299,813 300,000 200,000 100,000 0

地域支援助成費 0 0 0 0 0 0

備品・コミセン活動支援費 250,000 137,575 250,000 100,000 150,000 0

施設整備準備基金 0 0 0 0 0 0

事務・通信費 200,000 187,369 200,000 150,000 50,000 0

運営費 288,000 380,721 212,000 91,000 121,000 0

長畝小学校施設支援基金 0 0 0 0 0 0

1,600,000 1,600,000 800,000 800,000 0 0

10,500 0 0 0 0 0

11,000,000 10,563,574 9,700,000 5,627,000 3,263,000 810,000合　　　　　計

じ ょ う ほ う 部 会

郷　史　編　纂　委　員　会

運　　　　　　営　　　　　　費

予 備 費

の う ね キ ッ ズ カ ル タ

項　　目 ５年度予算額 ５年度決算額 ６年度予算額
本年度予算財源内訳
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議案第５号 

役員（案）及び理事について 

      

 

（役員（案）） 

会 長  中 村  宗 玄 

 

副会長  北 川 貞 二  （長畝地区区長会長）  

副会長  村 中 祐 人  （あんしん・ふくし部会長兼務）  

副会長  上 内 晴 幸  （ふるさと部会担当）    

副会長  藤 澤 昭 一  （かんきょう部会担当）  

副会長   北   秀 孝  （ふれあい部会長兼務)   

副会長  尼 形 敏 紀  （じょうほう部会担当兼のうね郷史担当）  

 

監 事  近 藤 栄 司  （前区長会会長） 

監 事  西 出 智 一  （郷協推進員）   

監 事  安 原 勝 義  （区長会選任）    

 

(報告事項) 理事等改選の報告 【区長改選に伴い理事改選】 

理 事  辻  大 尚  （第１ブロック長） 

理 事      辻  清 政  （第２ブロック長） 

理 事    前 田 清 治  （第３ブロック長） 

理 事    花 岡 靖 則  （第４ブロック長） 

理 事    中 野 義 明  （第５ブロック長） 

 

部会長   村 中 祐 人  （あんしん・ふくし部会)  

部会長   倉 矢  徹   （ふるさと部会)    

部会長   前 田   繁  （かんきょう部会)  

部会長    北  秀 孝  （ふれあい部会)    

部会長    森  憲 人  （じょうほう部会） 

 

のうね郷史編纂委員長  水 﨑 亮 博  

 

事務局長  東 角   操  

事務局補佐  三 寺 康 信  

会 計   北 川 正 一  
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のうねの郷づくり推進協議会規約 
 

（名称および事務所） 

第１条 この会を『のうねの郷づくり推進協議会（愛称「Ｗｅ ｌoｖe Ｎoune 協議会」）』 

（以下「協議会」という）と称し、事務所をのうねの郷コミュニティセンターに置く。 

 

（目的） 

第２条 協議会は、住民の、住民による、住民のためのまちづくりを推進するとともに、 

長畝地区内の様々な課題について、地区内の住民及び団体、事業所、行政機関等が連携

協力しながら解決に向けて行動することにより、地区の連帯感や住民自治意識の高揚を図り、

もって地域社会の発展、福祉の向上に資することを目的とする。 

 

（事業） 

第３条 協議会は、前条の目的を達するため次の各号に掲げる事項を協議し、必要な施 

策を推進する。 

（１）地区におけるまちづくり計画の策定及び推進に関すること 

（２）地区のまちづくり活動の企画、立案、実施、評価等に関すること 

（３）市のまちづくり施策に対する支援、協力、要望に関すること 

（４）地区住民のまちづくりに関する意識の高揚、普及、啓発に関すること 

（５）その他目的達成に必要な事項に関すること 

 

（組織） 

第４条 協議会は次の各号の一に該当するものにより組織する。 

（１） 地区住民 

（２） この協議会の目的に賛同する地区内の団体、事業所等 

（３） その他協議会が必要と認めた者 

 

（委員） 

第５条 協議会に委員を置く。 

 ２ 委員は、地区内の区長、各種団体の代表者、公募者、その他会長が推薦する者と 

する。 

 ３ 委員の任期は２年とする。ただし、任期の回数制限は設けないものとする。 

 ４ 委員の中で欠員が生じた時には、補選することができる。補選された委員の任期 

は前任者の残任期間とする。 

 

（役員） 

第６条 協議会に次の役員を置く。 

（１）会長理事（以下「会長」という） １名 

（２）副会長理事（以下「副会長」という） ６名以内 

（３）理事                   ５名 

（４）特別委員会 委員長        １名 

（５）事務局長                １名 

（６）会計                  １名 

（７）監事                  ３名 

 

（役員の選出） 

第７条 会長、副会長、監事は委員の互選によりこれらを定め、総会で承認を受ける。ただし、

副会長のうち１名は、長畝地区区長会会長をもって充てるものとする。 
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２ 理事は、長畝地区区長会の副会長（ブロック長）をもって充てる。 

３ のうねの郷編集長、事務局長、会計は委員の中から会長が委嘱する。 

 

（役員の職務） 

第８条 会長は、協議会を代表し会務を総括する。 

 ２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときはその職務を代

理する。 

 ３ 理事は、担当業務の範囲内で協議会を代表する。 

 ４ のうねの郷編集長は、広報誌「のうねの郷（愛称「Noune＋」）」の編集事務を総括する。 

 ５ 事務局長は、協議会の事務を総括する。 

 ６ 会計は、協議会の会計事務を行う。 

 ７ 監事は、協議会の経理を監査する。 

 

（役員の任期） 

第９条 役員の任期は、理事を除き２年とする。ただし、再任は妨げないものとする。 

 

（会議） 

第１０条 協議会の会議は、総会、理事会、委員会及び部会とする。 

 ２ 会議は、原則として公開とする。 

 

（総会） 

第１１条 総会は、会長の招集により、年１回開催する。 

 ２ 総会は、地区内の区から選出された各２名の代議員及び第 5 条の委員で構成し、委任状

を含めて構成員の過半数の出席者をもって成立する。 

 ３ 会長が必要と認めたときは、臨時総会を開催することができる。 

４ 総会の議長は、出席代議員の中から選出する。 

５ 総会は、この規約に定めるもののほか次の事項について審議する。 

（１）規約の変更に関すること 

（２）事業計画及び事業実績に関すること 

（３）収支予算及び収支決算に関すること 

（４）その他協議会が第２条の目的を達成するための基本事項に関すること 

６ 議決事項は、出席者の過半数をもって決定し、可否同数のときは議長が決定する。 

７ 総会で議決した事業計画及び事業実績、収支予算及び収支決算については、毎年広報 

紙その他の適切な方法により公表するものとする。 

 

（理事会） 

第１２条 理事会は、第６条の役員及び第１４条の部会の正・副部会長、その他会長が 

必要と認める者をもって構成し、必要に応じて会長が招集する。 

２ 理事会は、次の事項を審議し、決定する。 

（１） 総会に付議すべき事項 

（２） 総会の決議事項の執行に関する事項 

（３） その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項  

３ 理事会の構成員としての任期は、役員、部会員または委員にあってはその任期に 

より、それ以外の者にあっては２年以内で会長が定めるところによる。 

 

（委員会） 

第１３条 委員会は、第５条の委員をもって構成し、必要に応じて会長が招集する。 

２ 委員会は、役員の選出、部会員の構成、その他協議会活動に必要な事項について審議

し、決定する。 

３ 協議会活動の積極的な推進を図るため、委員会に部会を置く。 
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（部会） 

第１４条 委員会に置く部会は、次に掲げるとおりとする。 

（１） あんしん・ふくし部会 

（２） ふるさと部会 

（３） かんきょう部会 

（４） ふれあい部会 

（５） じょうほう部会 

２ 部会は、委員および担当副会長のほか部会が必要と認める者によって構成し、部会員の

互選により部会長及び副部会長を選出する。 

３ 部会は、必要に応じて部会長が招集し、次の事項を協議する。 

（１） 部会の活動計画及び予算 

（２） 部会活動の実施に関する事項 

（３） その他、部会活動に必要な事項 

４ あんしん・ふくし部会については、坂井市社会福祉協議会との連携を行うことから、別に附

則を設ける。 

５ 部会員の任期は２年とする。ただし、任期の回数制限は設けないものとする。 

 

（会計） 

第１５条 協議会の経費は、会費、交付金、寄付金その他の収入をもって充てる。 

 ２ 協議会の経費は、総会で議決された予算の範囲内において、理事会の承認により 

変更及び科目を越えて流用することができる。 

 ３ 緊急やむを得ない理由により予算を増額補正しようとする場合には、理事会の承認を得る

とともに、速やかに委員会に報告しなければならない。 

 ４ 協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年の３月３１日に終了するもの 

とする。 

 

（顧問及び相談役） 

第１６条 協議会に顧問及び相談役を置くことができる。 

 ２ 顧問及び相談役は、会長が総会の同意を得てこれを委嘱する。 

 ３ 顧問及び相談役は会長の諮問に応じ、第２条の目的の達成に寄与するものとする。 

 

（個人情報の保護） 

第１７条 協議会の運営及び事業の執行に関し、個人の権利及び利益が侵害されること 

のないよう、個人情報の収集、提供及び管理等については特に慎重に行い目的以外に 

利用しないものとする。 

 

（その他） 

第１８条 この規約に定めるもののほか、役員の選任、予算の執行等必要な事項は会長 

が理事会に諮り別に定める。 

 

（附則） 

１ この規約は平成１９年７月１７日から施行する。 

２ 本協議会設立当初の役員、委員、理事会構成員、部会員の任期は、それぞれ本規約 

第５条第３項、第９条、第１２条第３項、第１４条第４項の規定にかかわらず、平成 

２１年４月３０日までとする。 

 

 

（附則） 

１ この規約は平成２０年４月１８日から施行する。 
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（附則） 

１ この規約は平成２２年４月２４日から施行する。 

 

（附則） 

１ この規約は平成２３年４月１６日から施行する。 

 

（附則） 

１ この規約は平成２６年４月２７日から施行する。 

２ 規約第１４条４項の附則は次のとおりとする。 

  

 第１４条第４項附則  

(地域福祉・防災力向上のための附則) 

第 1 条  あんしん・ふくし部会は、長畝地区の防災力並びに福祉の向上を目的とする事業

に関する調査及び研究、企画と実施の推進、連絡、調整、その他、目的を達成する

ために必要な事業等を行い、地域防災力の向上と福祉の増進を図る。 

 第 2 条 坂井市社会福祉協議会との連携を図る地域見守り活動の一つとして、地域 

福祉に関係する者を構成員とした福祉ネットワーク会議を開催するものとする。 

  第 3 条 福祉ネットワーク会議の構成員は次のものとする。 

1) 区長   2) 民生委員・児童委員 3) 福祉委員 4)各種協力団体 

5) その他(部会員等) 

第 4 条 福祉ネットワーク会議は、次の事項について協議を行う。 

1) 地域見守り活動に関する事業実施 

2) その他関係事業の実施 

 第 5 条 第４条の事業に関しては、坂井市社会福祉協議会からの助成金及びその他の 

収入をもってこれに充てる。 

 

 （附則） 

１ この規約は平成２７年４月１日から施行する。 

 

 

 （附則） 

１ この規約は平成２８年４月１日から施行する。 
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畝
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員

の
う
ね
体
育
協
会

坪
江
五
区
会

遊
味
岡
ク
ラ
ブ

長
畝
日
向
神
楽
保
存
会

豊
原
史
跡
保
存
会

長
畝
遺
族
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
う
ね

Ｊ
Ａ
福
井
県
女
性
部
坂
井
支
部
丸
岡
地
区

Ｊ
Ａ
福
井
県
坂
井
青
壮
年
部
丸
岡
地
区

長
畝
支
部

日
赤
奉
仕
団

更
生
保
護
女
性
会

蕎
麦
愛
好
会

坂
井
市
交
通
安
全
協
会
第
七
分
団

坂
井
消
防
団
第
三
分
団

坂
井
市
防
犯
隊
第
六
分
隊

長
畝
地
区
無
線
奉
仕
団

坂
井
警
察
署
少
年
警
察
協
助
員
会

青
年
会
議
所

長
畝
小
学
校

長
畝
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

つ
ぼ
み
保
育
園

わ
っ
か
こ
ど
も
園

か
す
み
が
丘
学
園

坂
井
警
察
署
霞
交
番
所

丸
岡
中
学
校
P
T
A

長
畝
Ｆ
Ｃ
育
成
会

丸
岡
J
B
C
育
成
会

長
畝
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
育
成
会

古
城
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

丸
岡
高
等
学
校

協 議 会

顧問・相談役
（有識者等）

理 事 会
（役員・正副部会長等）

委 員 会
（委員（自治会長・団体代表者等））

のうね郷史編纂委員会
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